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「わたしたちの地上の住

す

みかである幕屋

ま く や

が滅

ほろ

びても、神によって建物が

備

そな

えられていることを、わたしたちは知っています。 

人の手で造

つく

られたものではない天にある永遠

えいえん

の住みかです。」   

（新約 コリントⅡ 5：1） 

 



 

「この世での生活がすべてである。」と言う人が多い。 

それ故

ゆえ

、食べ、飲み、着

き

、よき家に住むことを願う。又、地位、名誉

め い よ

、

財産に 憧

あこが

れる。彼らは、この世の世界だけでなく、神が備

そな

えられる“永

遠の住

す

み家”があることを知らない。 

 

「信仰

しんこう

によって、アブラハムは、自分が財産として受け継

つ

ぐことになる

土地に出て行くように召

め

し出されると、これに服 従

ふくじゅう

し、行く先も知ら

ずに出発したのです。 

信仰によって、アブラハムは他国に宿

やど

るようにして約束の地に住み、

同じ約束されたものを共に受け継ぐ者であるイサク、ヤコブと一緒に

幕屋に住みました。 

アブラハムは神が設計者であり建設者である堅固

け ん ご

な土台を持つ 都

みやこ

を

待望していたからです。」 

（新約 ヘブライ 11：8～10） 

 

「この人たちは皆、信仰を抱

いだ

いて死にました。約束されたものを手に入

れませんでしたが、はるかにそれを見て喜びの声をあげ、自分たちが

地上ではよそ者であり、仮住

か り ず

まいの者であることを 公

おおやけ

に言い 表

あらわ

した

のです。 

このように言う人たちは、自分が故郷

こきょう

を探し求めていることを明らか

に表しているのです。 

もし出て来た土地のことを思っていたのなら、戻るのに良い機会もあ

ったかもしれません。 

ところが実際は、彼らは更にまさった故郷

こきょう

、すなわち天の故郷を熱望

していたのです。 

だから、神は彼らの神と呼ばれることを恥

はじ

となさいません。 

神は、彼らのために 都

みやこ

を準備されていたからです。」  

（ヘブライ 11：13～16）               

 

 



 

この世での生

せい

は、全

すべ

てではなく一時的。後

のち

の世での生活は永遠である。

アブラハムをはじめ、世々の聖徒

せ い と

達は、この世では借

か

り住まいのような

日々を過ごした。 

 

「あなたたちの父アブラハムは、わたしの日を見るのを楽しみにしてい

た。そして、それを見て、喜んだのである。」 （新約 ヨハネ 8：56） 

 

わたし（キリスト）の日、即

すなわ

ち、キリストが十字架の 贖

あがな

いによって万民

ばんみん

の罪

つみ

の 贖

あがな

いが完了すること。墓

はか

を打ち破

やぶ

り復活

ふっかつ

すること。さらに天に上

のぼ

り弟子

で し

達に約束の聖霊

せいれい

を注

そそ

ぐこと。 

 

「この聖霊は、わたしたちが御

み

国を受け継ぐための保証であり、こうし

て、わたしたちは 贖

あがな

われて神のものとなり、神の栄光

えいこう

をたたえること

になるのです。」             （新約 エフェソ 1：14） 

 

アブラハムは、この大いなる日を楽しみに

待ち望

のぞ

んでいた。 

 

そしてさらに、 

「実に、キリストはわたしたちの平和であり

ます。 

二つのものを一つにし、御

ご

自分の肉におい 

て敵意という隔

へだ

ての壁

かべ

を取り壊

こわ

し、規則

き そ く

と戒律

かいりつ

ずくめの律法

りっぽう

を廃棄

は い き

さ

れました。 

 

こうしてキリストは、双

そう

方を御自分において一人の新しい人に造り上

げて平和を実現し、十字架を通して、両者を一つの体として神と和解

させ、十字架によって敵意を滅

ほろ

ぼされました。 

キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、近 

 



 

くにいる人々にも、平和の福音

ふくいん

を告

つ

げ知らせられました。 

それで、このキリストによってわたしたち両方の者が一つの霊に結ば 

れて、御

おん

父に近づくことができるのです。 

従

したが

って、あなたがたはもはや、外国人でも寄留

きりゅう

者でもなく、聖

せい

なる民

に属

ぞく

する者、神の家族であり、使徒

し と

や預言

よ げ ん

者という土台の上に建てら

れています。 

そのかなめ石はキリスト・イエス御自身であり、キリストにおいて、

この建物全体は組み合わされて成長し、主

しゅ

における聖なる神殿となり

ます。 

キリストにおいて、あなたがたも共に建てられ、霊

れい

の働きによって神

の住まいとなるのです。」 （エフェソ 2：14～22）との高いレベルにま

で引き上げられるその日、その時。さらに 

「わたしはまた、新しい天と新しい地を見た。最初の天と最初の地は去

って行き、もはや海もなくなった。 

更

さら

にわたしは、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために着飾

かざ

った

花嫁のように用意を 整

ととの

えて、神のもとを離れ、天から下

くだ

って来るのを

見た。 

そのとき、わたしは玉座

ぎょくざ

から語りかける大きな声を聞いた。 

『見よ、神の幕屋が人の間にあって、神が人と共に住み、人は神の民

となる。神は自ら人と共にいて、その神となり、彼らの目の涙をこと

ごとくぬぐい取ってくださる。もはや死はなく、もはや悲しみも嘆

なげ

き

も労苦

ろ う く

もない。最初のものは過ぎ去ったからである。』 

すると、玉座に座っておられる方が、『見よ、わたしは万物

ばんぶつ

を新しくす

る』と言い、また、『書き記

しる

せ。これらの言葉は信頼でき、また真実で

ある』と言われた。 

また、わたしに言われた。『事は成 就

じょうじゅ

した。わたしはアルファであり、

オメガである。初めであり、終わりである。渇

かわ

いている者には、 命

いのち

の

水の 泉

いずみ

から 価

あたい

なしに飲ませよう。勝利を得る者は、これらのものを

受け継ぐ。わたしはその者の神になり、その者はわたしの子となる。』 

 



 

さて、最後の七つの 災

わざわ

いの満ちた七つの鉢

はち

を持つ七人の天使がいた

が、その中の一人が来て、わたしに語りかけてこう言った。 

『ここへ来なさい。小羊の妻である花嫁を見せてあげよう。』 

この天使が、“霊”に満たされたわたしを大きな高い山に連れて行き、

聖なる都エルサレムが神のもとを離れて、天から下って来るのを見せ

た。都は神の栄光に 輝

かがや

いていた。その輝きは、最高の宝石

ほうせき

のようであ

り、透

す

き通った碧 玉

へきぎょく

のようであった。」（新約黙示録 21：1～7、9～11）

との贖いの最高峰

ほう

を夢見

み

て待ち望んでいた。 

 

「わたしは、 都

みやこ

の中に神殿を見なかった。全能

者である神、主と小羊とが都の神殿だからであ

る。 

この都には、それらを照

て

らす太陽も月も、必要

でない。 

神の栄光が都を照らしており、小羊が都の明か

りだからである。 

諸

しょ

国

こく

の民は、都の光の中を歩き、地上の王たち

は、自分たちの栄光を 携

たずさ

えて、都に来る。 

都の門は、一日中決

けっ

して閉

と

ざされない。 

そこには夜がないからである。人々は、諸国の民の栄光と誉

ほま

れとを 携

たずさ

えて都に来る。しかし、汚

けが

れた者、忌

い

まわしいことと 偽

いつわ

りを行う者は

だれ一人、決して都に入

はい

れない。小羊の 命

いのち

の書

しょ

に名が書

か

いてある者だ

けが入れる。」              （黙示録 21：22～27） 

 

「天使はまた、神と小羊の玉座

ぎょくざ

から流れ出て、水 晶

すいしょう

のように輝く 命

いのち

の水

の川をわたしに見せた。川は、都

みやこ

の大通りの中央を流れ、その両 岸

りょうがん

に

は命の木があって、年に十二回実

み

を結び、毎月実

み

をみのらせる。 

そして、その木

き

の葉は諸国の民の 病

やまい

を治

なお

す。 

もはや、呪

のろ

われるものは何一つない。神と小羊の玉座が都にあって、 

 



 

神の 僕

しもべ

たちは神を礼拝

れいはい

し、御

み

顔を仰

あお

ぎ見る。彼らの 額

ひたい

には、神の名

が記

しる

されている。もはや、夜はなく、ともし火

び

の光も太陽の光も要

い

ら

ない。神である主が 僕

しもべ

たちを照らし、彼らは世々限りなく統治

と う ち

するか

らである。 

見よ、わたしはすぐに来る。わたしは、報

むく

いを 携

たずさ

えて来て、それぞ

れの 行

おこな

いに応

おう

じて報いる。わたしはアルファであり、オメガである。

最初の者にして、最後の者。初

はじ

めであり、終わりである。  

命

いのち

の木に対する権利を与えられ、門を通って都に入れるように、自

分の 衣

ころも

を洗い清める者は 幸

さいわ

いである。」  

（黙示録 22：1～5、12～14） 

 

“ 天の住

す

みか ”―― これを知ったなら高山右近の如

ごと

く、この世よりキ

リストへ、この世の富

とみ

より天の 宝

たから

へ。 

愛故

ゆえ

に、キリストのために 殉 教

じゅんきょう

を！！ と望

のぞ

むほどに変えられるで

あろう。 

 

「以上すべてを証

あか

しする方

かた

が、言われる。 

『然

しか

り、わたしはすぐに来る。』 

アーメン、主イエスよ、来てください。」    （黙示録 22：20） 

 

   

  [ (  )は聖書の箇所です。また、旧約聖書・新約聖書を旧約・新約と表示しました ] 
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